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１
学
期

２
学
期

３
学
期

１・２年生で実施した進路に関する調査・研究の経験を生かし、志望大学の決定に必要な資料や情報
の収集・分析・整理を行う。

長期的な自己実現の展望を持ち、そのために必要な具体的で計画的な対策を実施する。また時事的
な新聞記事の読解を通して、社会的な問題意識の育成を図る。

志望大学への進学の実現のため、書く力の具体的実践を行う。

３年生の必履修科目であり、体験活動を重視する科目である。
担当者からの
コメント

平成３１年度　　　授業実施計画書

３ 年

総 合 的 な 学 習 の 時 間

総 合 的 な 学 習 の 時 間

科目担当者

東京都立八王子東高等学校

なし

なし

自主学習支援事業を活用
し、卒業生による講話を行
う。
外部講師を招いての講演会
を行う。

新聞・雑誌コラムなどを活用
する。

インターネットや受験情報
誌、本校の過去の資料を活
用する。

学 年

教科名

科目名

２
学
期

１
学
期

担当教員の指導・助言の下、生徒の一人一人が1年間の研究
テーマを設定し、研究計画を立案する。

自己の志望する学問分野について、１・２年生で実施した研究を
踏まえ、進路資料を活用し主体的に考える。

志望進路先の情報を整理し、自己実現に向けて調査・研究を行
う。

志望進路先の求める能力を理解し、準備を行う。

1

学
年
末

9 志望進路を深く実現するための情報収集を行う。

１．進路研究を深く行ったか。
２．新聞記事の具体的なテーマを読み取り、問題意識を持てたか。
３．自分の進路実現のために計画性を持てたか。

各種調査などを通じて進路実現へのアプローチを具体化し、与えられたテーマに沿って実践的に活動
できたかを評価する。

指 導 内 容

必 修
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授
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観
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方
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単 位 数

必修選択区分

使用副教材

３
学
期

成
績
評
価


